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環境理念

行動指針

■ 環境負荷の低減のため、次の６つを重点的に取組みます。

・電気の使用量削減

・化石燃料（軽油･ガソリン等）の使用量削減

・廃棄物排出量の削減と適正処理

・水使用量の削減

・化学物質を含有する農薬使用量の削減

・環境負荷の低減に資する工法や作業の推進

■ 緑化推進、環境保全のためのボランティア活動を行います。

■ 植物の魅力、環境への取組みを発信します。

■ 人材育成、職場環境改善に取組みます。

■ 環境関連法規制等を遵守します。

■ 環境経営の継続的改善を図ります。

環境理念及び行動指針を全社員に周知させ、一丸となって環境経営を推進します。

制定　平成25年 9月 1日

改定　令和元年 9月 1日

株式会社藤浪造園

代表取締役　藤浪 義之

環 境 経 営 方 針

　株式会社藤浪造園は、自然の循環を尊重した健全な循環型社会の構築を目指し、

緑地整備をはじめとする環境整備事業を通じて地域社会の緑化の推進に寄与し、環

境に配慮した経営に努め、積極的に環境保全に取り組みます。

二酸化炭素排出量の削減
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■ 事 業 者 名 株式会社藤浪造園

■ 代 表 者 代表取締役　藤浪 義之

■ 所 在 地 本　　社　　静岡県静岡市葵区北二丁目10番20号

有永置場　　静岡県静岡市葵区有永町8番1号

■ 連 絡 先 TEL 054－245－9870

FAX 054－245－9918

E-mail info@fujinami-zoen.co.jp

■ 事 業 内 容 造園工事、土木工事、とび・土工工事、造園維持管理

産業廃棄物の収集運搬

■ 従 業 員 数 15 人

■ 環境管理責任者 代表取締役　藤浪 義之

■ 環境管理担当者 総務課長　吉永 恵美子

■ 許可･登録 ●建設業許可

　許可番号：静岡県知事許可（般－28）第014970号

　許可期限：平成28年10月11日～平成33年10月10日

　許可業種：土木、とび・土工、造園

●静岡県産業廃棄物収集運搬許可

　許可番号：第02201117551号

　許可期限：平成29年8月15日～平成34年8月14日

　許可品目：廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類(石綿含有廃棄物を除く)、金属くず、

　　　　　　ｶﾞﾗｽくず･ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず(石綿含有廃棄物を除く)、

　　　　　　がれき類(石綿含有廃棄物を除く)、紙くず、木くず、繊維くず

　　　　　　　以上7品目

　許可車両：3t移動式ｸﾚｰﾝ、3tﾀﾞﾝﾌﾟ、2tﾀﾞﾝﾌﾟ、塵芥車　計4台

●エコアクション21認証・登録

　認証登録番号：0010037

　認証登録日　：平成26年5月20日

　更新・登録日：平成30年5月20日

　有 効 期 限　：平成32年5月19日

■ 事 業 規 模 創業 昭和45年2月1日

設立 平成2年9月5日　法人成

床面積 事務所 65㎡、有永置場 656㎡

資本金 10,000千円

事業年度 9月1日～8月31日

保有車両 3t移動式ｸﾚｰﾝ､3tﾀﾞﾝﾌﾟ､2tﾀﾞﾝﾌﾟ､塵芥車､ﾄﾗｯｸ､ﾊﾞﾝ2台､軽ﾄﾗｯｸ3台

計9台

第28期 第29期 第30期

H29.9～H30.8 H30.9～R1.8 R1.9～R2.8

117,414千円 135,030千円 138,561千円

　16　人 15　人 15　人

29.07ｔ 47.31ｔ 74.46ｔ

売上高

従業員数

組 織 の 概 要

産業廃棄物収集運搬量
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全組織・全活動を対象とする

水燃　料薬　剤

（総務課長）

小長井　裕也 曲田　尚史 前田　直之

（工事部） （工事部） （工事部）

吉永 恵美子

事務部門 工事部門

（総務担当） （工事部長）

美濃部　早紀

（工事部） （工事部） （工事部）

和田　香里曲田　尚史 水流　知昭

川村　貴弘

工事・業務 資材置場 廃棄物

活動事務局

実 施 体 制 図

代表者

環境管理責任者

（代表取締役）

藤浪　義之

◇環境経営全般に対しての責任と権限

◇経営における課題とチャンスの整理

◇環境経営方針、環境経営目標及び環境経営計画の

作成と社員への周知

◇環境経営資源（人材･設備･資金）の準備

◇実施体制の構築

◇環境管理責任者を兼務

◇全体の評価と見直し

◇環境経営目標の実績確認

◇環境への負荷の自己チェック

◇環境への取組の自己チェック

◇法規制最新版管理

◇文書・記録の管理

◇代表者へのシステム運用実績報告

◇実績の評価と問題点の把握

◇環境活動計画の実施

◇各活動、担当者の総括的指導

◇実績の評価と問題点の把握、

是正の実施

◇従業員教育

◇環境経営計画の実施

◇実績の評価と問題点の把握、

是正の実施

◇環境経営計画の実施

◇各部門のデータの取りまとめ

◇実績データの定例報告
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電力及び燃料は、使用量若しくは原単位のどちらかが目標達成できればよいとする

水使用量は、基準としていた使用量が現在の使用状況に合っていないため、第30期より第29期使用量を基準値とする

化学物質使用量は、民間管理（個人邸の庭園管理、民間企業・民間施設の緑地管理等）に使用したものだけを対象とする

廃棄物収集運搬業者として排出業者への分別指導活動は、目標設定せず活動のみとする

水使用量（㎥）

事務所使用量（kWh）

資材置場使用量（kWh）電力

原単位（L/100万円）

燃料 軽油使用量（L）

ガソリン使用量（L）

灯油使用量（L）

100.0% 100.0%

100.0% 100.0%

40,616.49

41.742.5

86.07 86.07

120.18 120.18

85.16 85.16

基準値

原単位（kWh/100万円）

中間目標短期目標

8,491

第33期

R4.9～R5.8

5,336.70

1,403 1,403 1,388

121.46 121.46

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

第32期

R3.9～R4.8

8,660.288,752.41 8,660.28

8,581

5,280.53

40,188.95

8,491

5,280.53

40,188.95

36.00

2.3132.3132.338 2.338

666

121212

121212

12

12

6

環 境 経 営 目 標

8,752.41

36.00

42.1

第31期

R2.9～R3.8

40,616.49

8,581

5,336.70

二酸化炭素排出量（kg-CO₂）
※排出係数
　基準値(26期)は0.518kg-CO₂/kWh(H23中部電力 実)
　30期から0.452㎏-CO₂/kWh(H30中部電力ﾐﾗｲｽﾞ 調)

36.00

41.2

36.00

1,388

第30期

R1.9～R2.8

環境に優しい工法の提案
（件）

病害虫防除の助言（件）

地域貢献活動（件）

化学物質（農薬）使用量（kg）

廃棄物

ｻｰﾋﾞｽ
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担当者

電力

ｴｱｺﾝは室内温度が夏季28℃/冬季20℃になるよう設定 常時 11～3月、6～9月　呼びかけ

定期的なｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰの清掃 11～3月、6～9月　月初

ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ、ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの心掛け 常時 11～3月、6～9月　呼びかけ

人がいない場所の消灯の徹底 常時 曲田/美濃部

LED電灯への切り替え 随時 美濃部

毎週水曜日はﾉｰ残業、その他の曜日も原則21時まで 常時 4月はﾉｰ残業月間 小長井

燃料（ｶﾞｿﾘﾝ・軽油）

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの心掛け 常時 繁忙期は注意喚起

車両移動時は不要な荷物をおろす 常時

最短交通ﾙｰﾄの事前確認 常時 繁忙期は注意喚起

車両、重機の適正な点検、整備 常時

近距離移動時の自転車活用 常時

予定を共有し、車での外出回数の削減 常時

灯油

灯油ｽﾄｰﾌﾞは早めに消火し、余熱の有効活用 常時 水流

水

節水の励行 常時 年度末は特に注意喚起

道具類の洗浄、ﾌﾟﾗﾝﾀｰの水やりに雨水利用 常時

一般廃棄物

ｺﾋﾟｰ用紙の両面使用 常時

文書のﾃﾞｰﾀ保管 常時

缶､ﾋﾞﾝ､雑紙､ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ､ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの分別徹底 常時

ｴｺｷｬｯﾌﾟ運動への参加 常時

産業廃棄物

分別の徹底 常時

廃棄物はなるべく小さく潰してから廃棄 常時

ﾏﾆﾌｪｽﾄの交付・運用・保管の徹底 常時

排出業者への分別指導（収集運搬業者として） 随時

化学物質（農薬）

適正な使用量の確認、過剰散布の禁止 常時

適正な使用、保管の徹底 常時

ｻｰﾋﾞｽ

環境に優しい工法・作業の提案 随時

薬剤散布後の注意点、害虫の捕殺について助言 随時

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱへの参加 随時 川村

その他

【労働能率向上】軽ﾀﾞﾝﾌﾟ導入 R1.9月 吉永

【人材育成】人材育成方針、ﾌﾟﾗﾝの策定 R1.9月

【人材育成】実地訓練の実施 R2.4月（予定）

【企業の社会的な責任】SDGsへの対応 R1.9～11月 吉永

環 境 経 営 計 画

活動内容

美濃部

遠藤

吉永

曲田

川村

実施時期

水流

美濃部

美濃部

前田
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電　気 燃　料 廃棄物 農　薬 その他環境活動

・ｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰ
・簡易点検

・車両･重機整備
・灯油ｽﾄｰﾌﾞ整備

・収集運搬許可
・ﾏﾆﾌｪｽﾄ報告

・緊急事態訓練
・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ･地域貢献活動→🙂
・教育訓練(回覧･緊急事態)→&
・その他の活動

ﾌｨﾙﾀｰ清掃 軽ﾀﾞﾝﾌﾟ購入(9/11) ・防災訓練(市造協)(9/3)

(9/2) ・芝生管理講座(川･前)(9/12)

🙂 麻機遊水地1工区ﾊｽ池除草(9/14)

・安全大会(市造協)(9/26)

ﾌｨﾙﾀｰ清掃 ・伐木等特別教育補講(川･曲･前･水)(10/8)

(10/7) 🙂 ｻｸﾗﾀﾃﾞ観察会準備(10/10)

自販機等点検 ・ﾌﾙﾊｰﾈｽ特別教育(和)(10/31)

(10/8.9) ・芝生管理講座(曲･水･遠)(10/31)

ｴｱｺﾝ簡易点検 ﾎﾞﾝｺﾞ車検(11/11) ・街路樹剪定士講習(和)(11/12)

(11/5) 軽ﾄﾗ5598点検(11/15)

自販機撤去 2tﾀﾞﾝﾌﾟ車検(11/19)

(11/15) 3tﾀﾞﾝﾌﾟ車検(11/25)

ﾌｨﾙﾀｰ清掃 ｷｬﾗﾊﾞﾝ車検(12/12) 📖 前期事務局評価回覧(12/18)

(12/2) ﾕﾆｯｸ整備(12/21) 📖 前期実績ｸﾞﾗﾌ掲示(12/18)　

2tﾀﾞﾝﾌﾟ整備(12/23)

R2 ﾌｨﾙﾀｰ清掃 ﾗｲﾄｴｰｽﾊﾞﾝ整備(1/24) 📖 前期環境活動ﾚﾎﾟｰﾄ回覧(1/6)　

(1/14) ・街路樹剪定士実地試験(和)(1/20)

・知識技能講習･ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ(県造協)(1/31)

ﾌｨﾙﾀｰ清掃 ﾊﾟｯｶｰ車車検(2/18) 農薬管理指導士

(2/17) ｷｬﾗﾊﾞﾝ整備(2/22) 研修(社･川･曲)

ｴｱｺﾝ簡易点検 ﾕﾆｯｸ車検(2/27)

(2/17)

ﾌｨﾙﾀｰ清掃 ・職長安全衛生責任者能力向上教育

(3/16) 　(曲･長)(3/16)

ﾌｨﾙﾀｰ清掃 ﾗｲﾄｴｰｽﾊﾞﾝ整備(4/13) 📖 定例会･社員教育(4/1)

(4/6) ・職業能力評価(4/10～)

ﾉｰ残業月間

(4/1~30)

ｴｱｺﾝ簡易点検 ｷｬﾗﾊﾞﾝ整備(5/2) 委託先現地確認 農薬保管庫整理 📖 定例会･社員教育(5/1)

(5/11) 軽ﾄﾗ2941点検(5/15) (5/22) (5/1) 📖 緊急事態訓練(5/1)

緊急事態訓練 🙂 あさはた緑地清掃活動(5/1)

(5/1) 📖 回覧(更新審査結果)(5/8)

⦿ EA21更新審査(5/20)

🙂 麻機遊水地4工区湿地攪乱作業(5/29)

軽ﾄﾗ5598整備(6/12) ﾏﾆﾌｪｽﾄ状況･ ・熱中症予防研修(遠)(6/2)

ﾊﾟｯｶｰ車整備(6/24)  収集運搬報告 📖 定例会(更新審査結果報告)(6/4)

(静岡県)(6/17) ・小型移動式ｸﾚｰﾝ技能講習(水)(6/22~24)

ﾌｨﾙﾀｰ清掃 ﾗｲﾄｴｰｽ車検(7/21) 🙂 馬走用水地生態調査(7/23)

(7/6) ・元請安全大会(7/27)

ﾌｨﾙﾀｰ清掃 ｷｬﾗﾊﾞﾝ点検(8/11) 🙂 夜の昆虫観察会(8/22)

(8/3) ﾗｲﾄｴｰｽﾊﾞﾝ車検(8/17) ⦿ 環境関連法規の確認(8/31)

ｴｱｺﾝ簡易点検

(8/3)

取 組 内 容 ①

R1

8
月

4
月

1
月

9
月

6
月

11
月

7
月

10
月

12
月

2
月

3
月

5
月
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 緊急事態対応訓練

 竹垣施工実習  インターンシップ受入れ

取 組 内 容 ②

当社は、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の取組みを進めています。

環境負荷の低減のための取組みの他、従業員の能力向上、働きやすい職場づくり、女性活躍
推進などにも力を入れています。私たちの仕事を通じて、ＳＤＧｓに貢献します。

 ボランティア活動

社員全員で、麻機遊水地の清掃活動を行いました。 麻機遊水地の撹乱作業のお手伝いをしました。

麻機遊水地のサクラタデ観察会の会場設営のお手伝いをしました。

農薬や危険物が流出した際の対応

の確認や、火災発生時の初期消火

訓練を行いました。今までこのような

事故が起きたことはありませんが、定

期的な訓練を行い、事故発生時の

対応確認と共に、事故の起こらない

環境づくりにも全員で取り組んでいき

ます。

自社訓練として、竹垣施工

の実習を行いました。ベテ

ラン社員から指導を受け、

現場社員の全員で行いまし

た。竹垣の仕事はあまり多く

ありませんが、伝統的な技

法を習得し、継承していくこ

とを大切にしています。

静岡農業高校の生徒のイン

ターンシップを受け入れまし

た。測量、剪定、図面作成

など、いろいろな仕事を体験

していただきました。授業で

習うのとは一味違った体験

ができたことと思います。

馬走の用水地の生態調査のお手伝いをしました。

今年はコロナ禍でクリーン作戦等のボランティア活動の中止が相次いだため、比較的小規模なボランティア活動を行いました。特に麻機遊水地は当社

から近く、関わりも深いため、積極的に取り組んできました。これからも私たちにできることを模索しながら、地域社会や自然環境に貢献していきたいです。
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増
減 -5%

増
減 -21.9% 〇

増
減 -5%

増
減 -0.5% △

増
減 -5%

増
減 -50.3% 〇

増
減 -5%

増
減 -22.2% 〇

増
減 -5%

増
減 -25.2% 〇

増
減 -5%

増
減 -18.9% 〇

増
減 -5%

増
減 -33.9% 〇

増
減 ±0%

増
減 -100.0% 〇

増
減 -2%

増
減 -3.9% 〇

排出量（t）※参考

リサイクル率（%）
増
減 100.0% 〇

排出量（t）※参考

リサイクル率（%）
増
減 99.6% 〇

増
減 -5%

増
減 -51.2% 〇

増
減 ―

増
減 ±0 〇

増
減 ―

増
減 +71 〇

増
減 ―

増
減 ±0 〇

33,409.31二酸化炭素排出量（kg-CO₂）
※排出係数
　基準値(26期)は0.518kg-CO₂/kWh(H23中部電力 実)
　30期から0.452㎏-CO₂/kWh(H30中部電力ﾐﾗｲｽﾞ 調)

〇

環境経営目標の実績及び評価

目　標 実　績 評　　価

第30期（R1.9月～R2.8月）

40,616.49

121.46

軽油使用量（L）

原単位（L/100万円）

5,336.70

8,752.41

ｻｰﾋﾞｽ

2.338

資材置場使用量（kWh）

原単位（kWh/100万円）

ガソリン使用量（L）

燃料

廃棄物

36.00

水使用量（㎥）
42.5

100.0%

100.0%

一般廃棄物

産業廃棄物

0.429

94.500

4,201.46

7,467.70

84.55

0.00

41.7

〇
新型コロナウイルス感染症対策としてこまめな
換気、デスクの分散化を行い、また、長雨や猛
暑の影響もあり、エアコンの稼働台数、稼働時
間が増えてしまい、事務所の電力があまり削減
できなかった。しかし、資材置場は自動販売機
を撤去したことで、電気使用量をほぼ半分にま
で削減することができた。

事務所使用量は目標達成できなかった
が、資材置場使用量と原単位は目標達
成

電気及び燃料の使用量を大幅に削減で
きたため、今期も二酸化炭素排出量を
削減することができた。

灯油使用量（L）

〇 ガソリン使用量、軽油使用量、原単位
のいずれも目標達成

目標より大幅に削減することができた。近隣の
現場が多く、移動が少なく済んだことが大き
かった。

86.07 70.46

電力

8,581

1,403

8,990

734

事務所使用量（kWh）

〇
資材置場での作業終了後すぐに事務所
に戻るようにしたため、灯油ストーブ
を使用することが全くなかった。

〇
漏水の発生で一時的に使用量が増えた
が、他の期間の使用量を抑えられたた
め目標を達成することができた。

〇
前年度の事務所改築の際にかなりのご
みを捨てたので、今年は例年に比べ少
なかった。

〇
リサイクルできなかった混廃は、工事･
業務に関連する地域貢献活動から発生
しているため、評価は「〇」とする。

〇 今年も害虫の発生が少なかったため、
使用量を抑えることができた。

目標を達成することができた。

〇
天候や新型コロナウイルス感染症の影
響でイベントの中止が多かったが、目
標を達成することができた。

環境に優しい工法の提案
（件）

病害虫防除の助言（件）

化学物質（農薬）使用量（kg）

〇 目標を達成することができた。

6

12

地域貢献活動（件）
6

12 83

〇

1.200

12

0

5000

10000

15000

20000

22期 23期 24期 25期 26期 27期 28期 29期 30期

電力使用量（kWh）
資材置場

事務所

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

22期 23期 24期 25期 26期 27期 28期 29期 30期

燃料使用量（ℓ） ｶﾞｿﾘﾝ

軽油
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結果

電力

ｴｱｺﾝは室内温度が夏季28℃/冬季20℃になるよう設定 ○

定期的なｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰの清掃 ○

ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ、ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの心掛け ○

人がいない場所の消灯の徹底 ○

LED電灯への切り替え ○

毎週水曜日はﾉｰ残業、その他の曜日も原則21時まで ○

燃料（ｶﾞｿﾘﾝ・軽油）

ｴｺﾄﾞﾗｲﾌﾞの心掛け ○

車両移動時は不要な荷物をおろす ○

最短交通ﾙｰﾄの事前確認 ○

車両、重機の適正な点検、整備 ○

近距離移動時の自転車活用 ○

予定を共有し、車での外出回数の削減 ○

灯油

灯油ｽﾄｰﾌﾞは早めに消火し、余熱の有効活用 ○

水

節水の励行 ○

道具類の洗浄、ﾌﾟﾗﾝﾀｰの水やりに雨水利用 ○

一般廃棄物

ｺﾋﾟｰ用紙の両面使用 ○

文書のﾃﾞｰﾀ保管 ○

缶､ﾋﾞﾝ､雑紙､ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ､ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの分別徹底 ○

ｴｺｷｬｯﾌﾟ運動への参加 ○

産業廃棄物

分別の徹底 ○

廃棄物はなるべく小さく潰してから廃棄 ○

ﾏﾆﾌｪｽﾄの交付・運用・保管の徹底 ○

排出業者への分別指導（収集運搬業者として） ○

化学物質（農薬）

適正な使用量の確認、過剰散布の禁止 ○

適正な使用、保管の徹底 ○

ｻｰﾋﾞｽ

環境に優しい工法・作業の提案 ○

薬剤散布後の注意点、害虫の捕殺について助言 ○

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱへの参加 ○

その他

【労働能率向上】軽ﾀﾞﾝﾌﾟ導入 ○

【人材育成】人材育成方針、ﾌﾟﾗﾝの策定 ○

【人材育成】実地訓練の実施 ○

【企業の社会的な責任】SDGsへの対応 ○

適切に取組むことができた。文書のデータ
化はまだ取組み拡大の余地が大きいので、
社内外のやりとり効率化をふまえて検討し
ていく。

適切に取組むことができた。長期的には木
くずをチップ化する等、当社が主体的に行
える資源活用についても検討していきた
い。

環境経営計画の取組結果及び評価

環境経営計画 評　　価

新型コロナウイルス感染症対策のため、こ
まめな換気、デスクの分散化を行ったこと
でエアコンの稼働台数、稼働時間が増加し
たが、その分各自がクールビズやウォーム
ビズ、小まめな消灯を意識することができ
た。資材置場の自動販売機を撤去し使用量
が大幅に削減できた。節電だけでなくハー
ド面の見直しも検討していきたい。

数値目標は継続的に達成できているが、取
組み内容はマンネリ化してしまっている。
数値目標が達成できているのは、単に近隣
の現場が多く移動距離が少なくなっている
からと推測できる。今期は移動車を増やし
たのでより効率的な燃料使用が求められ
る。仕事の効率化も踏まえて根本的な取組
み改善をしていく。

適切に取組むことができた。

漏水の早期発見のため定期的にメーターの
動きに異常がないか確認することにした。

適切に取組むことができた。人材育成は、
エコアクション21やSDGsに関する教育訓
練も今後定期的に行っていきたい。また、
生産性向上、省エネにつながる設備の導入
も検討していく。

適切に取組むことができた。

適切に取組むことができた。

適切に取組むことができた。
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環境経営目標 環境経営計画 実施時期 担当

40,616.49

第26期より-5%

8,581 エアコンの適切な使用、清掃 夏季･冬季 美濃部

第26期より-5% こまめな消灯、LED電灯への切り替え 常時 美/曲

1,403 毎週水曜日はノー残業デー 常時 小長井

第26期より-5%

86.07

第26期より-5%

5,336.70 エコドライブの心掛け 常時 水流

第26期より-5% 効率的な移動方法の確認（荷物・ルート） 常時 水流

8,752.41 車両、重機の適正な点検、整備 随時 水流

第26期より-5% ICT活用の推進による打合せ移動の削減 1月～ 遠藤

121.46

第26期より-5%

36.00 灯油ストーブの適切な使用 冬季 水流

第29期より±0

節水の心掛け 常時 和田

定期的なメーター動作の確認 毎月 和田

3Rの推進 常時 美/前

★社内文書のデータ化 5月～ 美濃部

分別の徹底 常時 前田

マニフェストの適正な運用管理 常時 前/美

刈草、木くずの有効活用方法の検討 5月～ 吉永

排出業者への分別指導（収集運搬業者として） 随時 前田

2.338 過剰散布の禁止 常時 曲田

第26期より-5% 適正な保管の徹底 常時 曲田

環境に配慮した工法の提案
（件）

環境に配慮した工法の提案 随時 川村

　緑化の推進 3 　植栽、緑化の施工割合の増加の提案

　既存の資源の活用 3 　既存資源の再利用、有効利用の提案

　地元生産の資源の活用 3 　地元で生産された資源の優先利用の提案

　効率的な工程の考案 3 　効率的に業務ができる工程を提案

6 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱへの参加 随時 川村

3tダンプの更新 3月 藤浪

資材置場の整備 4月 小長井

★ICT、IoTの活用の検討 5月～ 吉/遠

人材確保及び育成 11月～ 吉/曲

★定期的な教育訓練の実施 毎月 吉永

情報発信 HP更新 毎月 吉永

★が付いているものは重点計画

和田常時雨水の活用
42.1

その他

労働能率向上

人材育成

地域貢献活動（件）

ｻｰﾋﾞｽ

第31期（R2.9～R3.8）

次年度の環境経営目標及び環境経営計画

原単位（L/100万円）

燃料

ガソリン使用量（L）

軽油使用量（L）

原単位（kWh/100万円）

電力

事務所使用量（kWh）

資材置場使用量（kWh）

二酸化炭素排出量（kg-CO₂）

灯油使用量（L）

化学物質（農薬）使用量（kg）

100.0%

100.0%

第29期より-3%

廃棄物
産業廃棄物リサイクル率
（%）

一般廃棄物リサイクル率
（%）

水使用量（㎥）

－ 10 －



事務局

確認日　令和 2 年 8 月 31 日  　

法規制等の名称 適用項目

産業廃棄物収集運搬業許可

収集運搬及び処分業者との委託契
約

マニフェストの交付・運用・
保存

投棄・焼却禁止

産業廃棄物の運搬実績の報告

委託先の処理状況の実地確認

建設リサイクル法
特定建設資材の分別解体・再資源
化等の実施

騒音規制法
特定建設作業（杭打機、びょう打
機、削岩機、空気圧縮機等）の実
施の届出

振動規制法
特定建設作業（杭打機、鋼球、舗
装版破砕機、ﾌﾞﾚｰｶｰ等）の実施の
届出

無登録農薬の使用の禁止

農薬使用基準の遵守

家電リサイクル法
家電4品目（ｴｱｺﾝ、ﾃﾚﾋﾞ、冷蔵
庫、洗濯機）消費者としての役割

自動車リサイクル法 自動車所有者としての役割

フロン排出抑制法 空調室外機のフロン漏洩点検

　過去3年にわたり、関係機関からの指導、利害関係者からの訴訟や苦情はありませんでした。

廃棄物処理法

農薬取締法 ・農薬の有効期限の厳守
・使用状況、保管状況の記録

・実地確認

・書面での計画説明、報告
・契約書へ費用等を明記

・事前に市町村へ届け出

・事前に市町村へ届け出

・登録内容の確認

・5年毎の更新

・書面での適正な契約の締結
・業者の許可内容の確認

・交付状況の記録
・管理票交付状況報告書の提出
　（静岡県）
・排出業者へ90日以内の返送
・5年間の保存

・不法投棄・焼却を行わない

・収集運搬実績報告書の提出

○

○

工事部代表者

手続き・遵守事項

　上記法規制等について遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

○

○

○

○

○

・簡易点検（四半期に一度） ○

・引取業者への引渡し
・購入時にリサイクル料金を
　負担

○

○

静岡県産業廃棄物の適正
な処理に関する条例

H29.8月更新

適正

確　認

○

○

室外機2台

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果
　　　　　　　　　　　並びに違反、訴訟等の有無

○

○

適正

適正

R2.6/17提出

R2.5/22実施

適正

該当0件

該当0件

適正

適正

該当0件

該当1件

・引取業者への引渡し
・廃棄時にリサイクル料金等
　を負担
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環境経営目標の達成状況 全ての環境経営目標を達成することができた。

環境経営活動計画及び取組結果 適切に取り組んだ。

環境関連法規等の遵守状況 違反、訴訟等はなかった。

外部からの環境に関する苦情や要望 苦情、要望等はなかった。

実施体制 適切な体制がとれている。

訓練実施状況 計画通り実行された。

文書・記録管理状況 適切に管理できている。

前回の指示に対する取組結果

【前回是正指示】
水使用量が例年増加しやすいため、全員が日頃から原因につ
いて考えること。

【指示に対する取組結果】
冬季は資材置場の水使用量が増加しやすいため、こまめに使
用状況を確認し合うようにした。今年は冬季の増加は見られ
なかったが、5月に漏水が発覚した。以前にも漏水が起きて
使用量が増加してしまったので、定例会で検討した結果、今
後は月一の使用量計測の際に、メーターが異常な動きをして
いないか担当者が確認することにした。また、水使用量の基
準値を第26期の実績にしていたが、今と使用頻度等が違うの
で、基準値を最新の第29期の実績に変更した。

令和 2 年 12 月 20 日

株式会社藤浪造園

代表取締役　藤浪義之

代 表 者 に よ る 評 価

個別評価

全体評価

全ての項目で目標を達成することができたのはよかったが、取組みが惰性的で、環境経営のために取
り組んでいるという意識がやや低いと感じる。社員は皆、仕事に大変真面目に取り組んでいるので、
各々がそれと同じくらいの意識で環境経営についても取り組んでもらいたい。その仕組みづくり、環
境づくりが今後の課題と考えている。現在当社の仕事は「造園」が大半をしめているが、いずれは
「造園」と「環境」の二本柱になるくらいに真剣に環境経営、環境事業に取組み、ひいては当社の活
動が地域の自然環境の保全及び活用、そして建設業界の環境経営に大きく貢献できるものにしていき
たい。

是正指示

取組みがマンネリ化してきている。数値として見れば悪くはないが、一人一人の環境意識が高いとは
言えない。全員が常に意識を高く保てるような仕組みづくりが必要である。
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